
１．都市再生に向けたにぎわいの創出とゆとり・潤いのある生活の実現
平成23年度　～　平成27年度　（5年間） 草津市

①既存施設の活用による快適性の向上とにぎわいの創出
②歩行空間の整備による安全で快適な移動の確保
③レクリエーション拠点の整備による市民交流の場の創造
④市民が集い安らげる、ゆとりと潤いのある緑地空間の形成

・JR草津駅東口のペデストリアンデッキのイベント実施回数を3回／年（H20）から7回／年（H27）に増加。
・夢大路商店街の通行者数を3,048人／10時間（H20）から4,000人／10時間（H27）に増加。
・市民意識調査「安全で歩きやすい道路の整備」の満足度（草津学区・草津第二学区）を2.6（H20）から3.0（H27）に増加。
・人口増が見込まれるなか、公園整備を行い、「緑の基本計画」の目標値である「市民一人当たりの都市公園等面積7㎡/人」の達成率74.6％（H21）を維持。（※都市公園等には児童遊園も含む。）

（H23当初） （H25末） （H27末）
JR草津駅東口のペデストリアンデッキのイベント実施回数
（ペデストリアンデッキにおける年間当たりのイベント実施回数）
夢大路商店街の通行者数
（夢大路商店街の10時間当たりの歩行者数）
市民意識調査（アンケート調査）による市民満足度
（市民意識調査「安全で歩きやすい道路の整備」の問に対する満足度、「満足」＝5、「やや満足」＝4、「どちらでもない」＝3、「やや不満」＝2、「不満」＝1）

「市民一人当たりの都市公園等面積7㎡/人」に対する目標達成率

（一人当たりの都市公園面積等（㎡/人）について、目標値である7㎡/人に対しての目標達成率）

Ａ1　基幹事業

番号 事業 地域 交付 直接 事業内容 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 （延長・面積等） H23 H24 H25 H26 H27

1-A1-1 都市再生 一般 草津市 直接 ――― 123

1-A1-2 公園 一般 草津市 直接 ――― 400

1-A1-3 公園 一般 草津市 直接 ―― 128

合計 651

Ｂ　関連社会資本整備事業

事業 地域 交付 直接 備考
種別 種別 対象 間接 H23 H24 H25 H26 H27

合計 0

番号 備考

Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 備考
種別 種別 対象 間接 H23 H24 H25 H26 H27

1-C-2 公園 一般 草津市 直接 ――――― 34

1-C-3 公園 一般 草津市 直接 ― 2

合計 36

番号 備考

1-C-2

1-C-3

番号 事業者 市町村名

効果促進事業費の割合

草津市 草津駅東地区都市再生整備計画事業 草津駅東口ＥＶ整備事業他（56.4ha）

651百万円 0百万円 Ｃ 36百万円

都市公園事業（野路公園）

草津市 公園整備（1.4ha）

１．交付対象事業の進捗状況

草津市

事業実施期間（年度）

全体事業費
（百万円）

草津市

番号

草津市 草津市

都市公園事業（狼川河川公園）

ガーデニング推進事業

公園整備（0.9ha）

コミュニティガーデン整備による市民協働まちづくりの推進

事業者 要素となる事業名 事業内容
市町村名

港湾・地区名
事業実施期間（年度）

公園整備（2.7ha）

全体事業費
（百万円）（事業箇所）

一体的に実施することにより期待される効果

全体事業費
（百万円）種別等 要素となる事業名 事業内容

草津市都市公園事業（ロクハ公園）

事業者
要素となる事業名

市町村名

草津市

草津市

事後評価の実施時期

草津市

一体的に実施することにより期待される効果
1-A1-2事業と一体的に実施することで、市南部地域における市民が集える場・憩いの場を整備し、市域全体でゆとりのある緑地空間を形成する。

1-A1-2事業等と一体的に実施することで、市民との協働による緑地空間を形成する。

3回/年 5回/年

・環境経済部：商工観光労政課
・都市計画部：都市計画課
・建設部：道路課、公園緑地課

交付対象事業

公表の方法

○事後評価の実施体制、実施時期

2.6

74.6%

事　　後　　評　　価

※現況値はH20時点による

・草津市のホームページに掲載する

・平成29年1月

（うち提案事業分
48百万円）

3,048人/10時間

7回/年
※現況値はH20時点による

3.0

Ｂ 12.2%
(A(提案分)＋Ｃ)／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

定量的指標の現況値及び目標値

社会資本総合整備計画

備考
当初現況値 中間目標値 最終目標値

事後評価の実施体制

平成29年1月

計画の名称
計画の期間 交付対象
計画の目標

　　計画の成果目標（定量的指標）

74.6%

4,000人／10時間

　　定量的指標の定義及び算定式

全体事業費
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）
687百万円 Ａ

※現況値はH20時点による

※現況値はH21時点による

3,600人/10時間

2.8

73.6%



最終目標値 74.6%

目標値と実績値
に差が出た要因

最終目標値

最終実績値

Ⅱ定量的指標の達成状況

・市民協働による公共的空間のガーデン整備により、緑地としての憩い空間が増えている。
・ガーデニング講座や視察研修を定期的に開催する中で、平成25年9月に「草津ガーデンサークル“グラッシー”」が設立し、市民による緑
地の維持管理活動につながっている。
・狼川河川公園整備では小学生が制作した陶板モニュメントを設置した。これは地元協議会が企画し住民や大学生が支援したもので、愛着
のある公園につながっている。
・市民が日常的に利用できる身近な公園や緑地空間が増える事で、潤いのある豊かな暮らしにつながっている。

○特記事項（今後の方針等）
・野路公園の整備を進める。
・ガーデニング講座等の継続により、さらなる緑化への意識の高まりとともに、市民参画による緑とコミュニティのある暮らしやすいまちづくりの促進を図る。

【目標は達成できなかった】
・空き店舗の利活用や宿場街道の歴史的な街並み景観形成により一定の効果を発揮し
たものの、ＪＲ南草津駅の新快速停車による人の流れの変化等が大きく影響し、目標
値は達成できなかった。
・当初現況値は3,048人、変化の傾向をみると平成27年から増加傾向に移っている。

指標①JR草
津駅東口のペ
デストリアン
デッキのイベ
ント実施回数

指標②夢大路
商店街の通行
者数

3.0

2.9

Ⅲ定量的指標以外の交付対象事業の効果の
発現状況
（必要に応じて記述）

指標④「市民
一人当たりの
都市公園等面
積7㎡/人」に
対する目標達
成率

指標③市民意
識調査（アン
ケート調査）に
よる市民満足
度

最終実績値

【目標は達成できなかった】
・草津駅東口エレベーター整備や安全に通行できる歩行空間の整備により、一定の効
果を発揮したものの、目標値は達成できなかった。
・当初現況値（2.6）と比べると満足度は高まっている。

最終目標値
目標値と実績値
に差が出た要因

【目標を達成した】
・ロクハ公園の拡大整備事業を実施したことにより目標値を達成した。

最終実績値 76.4%

4,000人／10時間

3,283人／10時間

最終目標値

最終実績値

目標値と実績値
に差が出た要因

目標値と実績値
に差が出た要因

7回/年

10回/年

【目標を達成した】
・草津駅東口エレベーター整備によりペデストリアンデッキとの連続性が確保された
ことで、イベント会場としての魅力が高まり目標値を達成した。

２．事業効果の発現状況、目標値の達成状況

Ⅰ定量的指標に関連する
交付対象事業の効果の発現状況

・これまでは民間施設のエレベーターを借用利用していたことから、時間的な制約や場所の分かりずらさ等の問題があったが、新設でのエ
レベーター設置により、移動の利便性が高まった。



（参考図面）市街地整備

計画の名称 1 都市再生に向けたにぎわいの創出とゆとり・潤いのある生活の実現

計画の期間 平成23年度　～　平成27年度　（5年間）　 草津市

公園整備（19.6ha）

交付対象
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1-A1-2 都市公園事業（ロクハ公園） 

凡  例 

基幹事業 

効果促進事業 

関連社会資本整備事業 

1-C-2 都市公園事業（狼川河川公園） 

1-A1-1 草津駅東地区都市再生整備事業 

1-A1-３ 都市公園事業（野路公園） 

1-C-3 ガーデニング推進事業 


